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合意形成・コミュニケーションの重要性について学んだ

要
求
書
を
提
出
す
る

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
二
宮
委
員
長

要
求
書
を
提
出
す
る

西
バ
ス
地
本
矢
田
委
員
長

要求書を提出する
中バス地本友景委員長

選手・スタッフ総勢約150名が交流を深めた

▶
団
体
優
勝
の
京
都
地
本

若手からベテランまで絆を深める活動

　

　
「
明
る
い
光
が
ふ
り
そ
そ
ぐ 

解
放
感
た
っ
ぷ
り
の
景
色
が
自

慢
で
す
」と
あ
る
夏
の
日
、大
阪

駅
前
の
一
等
地
、地
上
12
階
の
大

阪
車
掌
区
会
議
室
に
て
、２
日

間
限
定
で
開
店
し
た
カ
フ
ェ
の

話
だ
。

　

店
長
の
委
員
長
は
ケ
ー
キ
の

仕
入
れ
に
奔
走
し
、バ
リ
ス
タ
の

書
記
長
は
自
慢
の
コ
ー
ヒ
ー
を

振
る
舞
う
。い
つ
も
の
会
議
室
は

癒
し
と
安
ら
ぎ
の
空
間
に
早
変

わ
り
し
た
。季
節
は
変
わ
り
冬
、

車
掌
区
か
ら
徒
歩
５
分
の
下
町

情
緒
の
残
る
町
に
佇
む
中
華
料

理
屋
に
組
合
員
が
集
う
。年
季

の
入
っ
た
ガ
ラ
ス
コッ
プ
に
瓶
ビ
ー

ル
が
注
が
れ
る
光
景
に
は
、昭
和

の
空
気
と
笑
い
声
が
広
が
って
い

る
。い
ず
れ
も
分
会
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョン
で
の
一
幕
だ
。

　

大
阪
車
掌
区
分
会
は
、令
和

を
背
負
っ
て
立
つ
若
い
組
合
員

か
ら
、昭
和・平
成
を
駆
け
抜
け

た
大
ベ
テ
ラ
ン
の
組
合
員
ま
で
、

約
２
０
０
人
が
所
属
し
て
い
る
。

　

様
々
な
年
代
、様
々
な
個
性
、

様
々
な
想
い
が
集
ま
る
中
、
分

会
活
動
も
ま
た
前
述
の
よ
う
に

多
岐
に
わ
た
る
展
開
を
意
識
し

て
い
る
。間
口
を
広

げ
る
こ
と
で
、知
っ

て
も
ら
い
、参
加
し

て
も
ら
い
、そ
し
て

絆
を
深
め
て
も
ら

え
る
よ
う
な
活
動

を
目
指
し
て
い
る
。

　

人
数
が
多
い
か

ら
こ
そ
、１
人
１
人

に
し
っ
か
り
と
向

き
合
う
事
も
重
視

し
て
い
る
。困
り
ご

と
や
相
談
事
を

し
っ
か
り
と
聞
く
、

ま
た
、分
会
内
で
出

来
る
事
は
分
会
内
で
解
決
す
る

事
を
意
識
し
、時
に
は
分
会
出

身
の
上
部
機
関
の
役
員
の
力
も

お
借
り
し
、心
理
的
安
全
性
の

高
い
組
織
作
り
を
目
指
し
て
い

る
。

　
「
安
全
の
確
立
」と
い
う
旗
の

も
と
に
、昭
和
、平
成
、令
和
と

走
り
続
け
て
き
た
大
阪
車
掌
区

分
会
は
、ま
だ
見
ぬ
未
来
への
礎

と
な
る「
今
」を
ま
た
全
力
で
駆

け
抜
け
る
。　
〈
大
阪
地
本
発
〉

　

　

中
央
本
部
は
、
１
月
30
日

（
木
）〜
31
日（
金
）に
、四
条
畷

市
ア
イ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

「
第
２
１
３
期
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ

ジ
役
員
実

践
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
、各
地
本
・
総
支
部

と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
よ
り
24

名
の
支
部
や
分
会
の
役
員
が
受

講
し
た
。

　

役
員
実
践
コ
ー
ス

は
、役
員
を
複
数
年

経
験
し
て
い
る
役
員

を
対
象
と
し
て
、
世

話
役
活
動
の
重
要
性

の
認
識
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョン
能
力
向
上

を
通
じ
て
、各
機
関
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

講
義
で
は
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
役
員
の
基
礎
知
識
と
し

て
、国
鉄
崩
壊
か
ら
Ｊ
Ｒ
移
行

時
の
歴
史
や
労
働
法
制
、役
員

と
し
て
職
場
で
チ
ェッ
ク
す
べ
き

視
点
を
学
ん
だ
ほ
か
、「
福

知
山
線
列
車
事
故
」
当
時

の
会
社
や
労
働
組
合
の
状

況
に
つ
い
て
、映
像
を
交
え

て
学
び
、各
講
義
と
も
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
、理
解
を

深
め
た
。

　

さ
ら
に
、役
員
の
実
践
ス

キ
ル
を
高
め
る
た
め
、職
場

集
会
の
準
備
か
ら
質
疑
応

答
ま
で
の
模
擬
集
会
を
行

い
、役
員
に
必
要
な
合
意
形

成
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

修
了
生
か
ら
は
、「
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、活
気

あ
る
集
会
を
し
て
い
く
」「
Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
情
報
を
正
し
く
伝
え

て
い
く
」な
ど
、今
後
の
役
員
と

し
て
の
行
動
に
自
覚
と
自
信
を

も
つ
機
会
と
な
っ
た
と
の
感
想
が

あ
っ
た
。

　

修
了
生
に
は
、各
機
関
に
お

い
て
更
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
。

　

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
は
、２
月

25
日（
火
）、Ｊ
Ｒ
西
日
本
宮
島

フ
ェ
リ
ー
会
社
に
対
し
て
、公
共

交
通
機
関
と
し
て
使
命
を
果

た
す
組
合
員
が
、安
心
と
働
き

が
い
や
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、

業
務
遂
行
が
行
え
る
よ
う
、ベ

ア
１
８
，０
０
０
円
、年
間
臨
給

６・５
箇
月
を
始
め
と
す
る
２
０

２
５
春
闘
要
求
書
を
提
出
し

た
。

　

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部

は
、２
月
25
日（
火
）、サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
弥
生
に
お
い
て
、「
第
34

回
地
方
委
員
会
」を
開
催
し
、

２
０
２
５
春
闘
に
向
け
、ベ
ア

１
５
，０
０
０
円
、年
間
臨
給
５・

０
箇
月
を
は
じ
め
と
す
る
春
闘

要
求
な
ど
、当
面
の
運
動
方
針

を
満
場
一
致
で
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
バ
ス
会
社
に
対
し
て
２
０
２

５
春
闘
要
求
書
を
提
出
し
た
。

　

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部

は
、２
月
28
日（
金
）、安
芸
区

民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
第

34
回
地
方
委
員
会
」を
開
催

し
、２
０
２
５
春
闘
要
求
を
は

じ
め
と
し
た
、当
面
の
運
動
方

針
を
満
場
一
致
で
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
、３
月
３
日（
月
）、組

合
員
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
第

３
四
半
期
決
算
で
計
画
を
上

回
っ
て
お
り
、「
人
財
へ
の
投
資
」

は
必
要
不
可
欠

と
し
て
、ベ
ア
１

５
，０
０
０
円
、

年
間
臨
給
５
・

０
箇
月
を
始
め

と
す
る
要
求
書

を
Ｊ
Ｒ
バ
ス
中

国
会
社
に
提
出

し
た
。

　

中
央
本
部
は
、２
月
26
日（
水
）

に「
第
11
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

を
神
戸
ボ
ウ
リ
ン
グ
倶
楽
部
に
お

い
て
、神
戸
地
本
準
備
の
も
と
選

手・ス
タ
ッフ
合
わ
せ
て
約
1
5
0

名
が
参
加
し
て
開
催
し
た
。

　

各
地
本・総
支
部
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
選
手
は
、10
代
か
ら

60
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
参

加
が
あ
り
、４
ゲ
ー
ム
を
行
い
、ス

コ
ア
を
競
い
合
っ
た
。

　

試
合
中
は
、自
地
本
の
選
手
の

他
、他
地
本
の
選
手
か
ら
も
拍

手
や
歓
声
が
飛
び
、地
本・総
支

部
を
超
え
た
交
流
が
行
わ
れ
、２

０
２
５
春
闘
期
間
中
で
も
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
団
結
を
更
に
深

め
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

結
果
は
、京
都
地
本
が
ト
ー

タ
ル
5
2
0
9
で
２
大
会
ぶ
り

３
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。ま

た
、個
人《
男
性
の
部
》は
阪
本

雪
跳
さ
ん（
大
阪
地
本
）、個
人

《
女
性
の
部
》は
森
田
恵
美
さ
ん

（
神
戸
地
本
）が
優
勝
し
た
。

　

今
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、

準
備
い
た
だ
い
た
神
戸
地
本
の

仲
間
の
皆
様
に
感
謝
す
る
。

【団体の部】
優　勝：  京都地本
準優勝：  大阪地本
第３位：  広島地本
【個人〈男性の部〉】
優　勝：
　阪本雪跳（大阪）
準優勝：
　水沢一男（大阪）
第３位：
　荒井裕幸（京都）
【個人〈女性の部〉】
優　勝：
　森田恵美（神戸）
準優勝：
　杉本涼香（京都）
第３位：                 
　石橋真季（神戸）

ボウリング大会結果
  

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
・
西
バ
ス
地
本
・
中
バ
ス
地
本
要
求
提
出

 ２
０
２
５
春
闘

団体は京都地本が
２大会ぶり
３度目の優勝！
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昭
和・平
成・令
和
そ
し
て
未
来
へ
！「
今
」を
駆
け
抜
け
る

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部

西
バ
ス
地
本

中
バ
ス
地
本

大阪地方本部
　　　 大阪車掌区分会
 

組
合
役
員
と
し
て
合
意
形
成・

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
実
践
で
高
め
る

ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　

第
２
１
３
期
役
員
実
践
コ
ー
ス

ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　

第
２
１
３
期
役
員
実
践
コ
ー
ス


